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§１．研究成果の概要 

本プロジェクトでは、ユーザ適応的に対話を制御しつつ非言語表現も適切に変化させることがで

きる会話エージェントの実現を目指し、対話制御、およびエージェント行動決定の研究に取り組む

とともに、その基礎となる機械学習手法の研究を進めている。 

対話制御機構の研究では、会話を通して料理に関するユーザの嗜好を獲得する対話制御方法の

研究に取り組み、グラフ構造を持つ大規模知識 Freebase に基づき、話題を選択し、質問を生成

する手法を提案した。また、欠損しているエンティティを知識グラフ埋め込みにより予測・補完して

質問生成を行った。本手法を対話システムに実装し、評価実験を行った結果、被験者の主観評価

において、話題の多様性や文脈の継続性が印象づけられることが示された。 

 マルチモーダル生成の研究では、音声、言語、表情の情報から承諾・承認等、いわゆる

Acknowledgementのカテゴリに分類される応答発話と共起する Action Unitの表情パラメータを予

測するマルチタスク学習モデルの作成に取り組んだ。 

 また、機械学習手法の研究では、マルチモーダル行動データのパラメータ転移・適応を実現する

ために、言語特徴/非言語特徴量に関するパラメータの転移・適応に関して、有用な手法を探求し

明らかにした。話者属性・対話設定の異なる（発話言語、対話/独話）、複数のデータコーパスか

ら、コーパス特有の特性を学習せず、共通する特性のみを学習することで高精度な転移学習を実

現する手法を提案し、有効性を確認した。また、人間の対話中の感情推定を含む社会的信号処理

タスクにおいては、ノイズとなる非言語行動サンプルを含むことが多く、学習を阻害する問題があっ

た。この問題に対し、ノイズサンプルを適切に除去するマルチモーダル弱教師付き学習を提案し、

対話中のユーザの内面状態の精度向上に有効であることを確認した。 

 さらには、日独仏３か国の本プロジェクト参加者によるオンラインのミーティングを定期的に開催

し、最新の研究成果を共有するとともに、日独仏の連携によって、３か国で比較対照可能な対話コ

ーパスの収集を進めた。 
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